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課題やアイデアを出し合って 

意見交換しましょう！ 

（参考資料）申込み時のアンケートでいただいたコメント一覧（Ｒ６年度分） 

注：回答者を特定できる名称等は削除しました。 

Ｑ．管理・運営上の課題や悩み事がありましたら、お聞かせください。 

 ・今年度、売上が大きく低下したキャンプ場が多い。今後の売上目処をどうたてるか、悩む 

・物価高騰、賃金上昇に伴い、管理コストが年々増していくが、指定管理施設だと指定管理委託料は変わらず、条

例改正されない限り利用料金の値上げも出来ない。数年は耐えられそうだが、このままでは管理運営が出来ないの

ではないかと危機感をもっている。 

 ・集客につながる PR 方法があったら知りたい。 

・テントサイトが芝生の為、敷地の草刈りが大変。 

・現在、現金での支払いであるが、電子決済等の良い方法があったら知りたい。 

 近年キャンプ人口が落ち着きの傾向となる中で、ソロキャンパーや近隣利用者、リピーターに対して、何か特典等

のインセンティブを設けて誘客を促している取組をしていれば教えてください。 

 利用者減に伴う対策を考えている 

 熱中症対策 

 トイレが和式で暗いという指摘がお客さまよりある。 

虫や鳥獣のフンや侵入の対策に例年頭を悩ませている。 

キャッシュレス決済について。 

 現在、当キャンプ場ではシルバー人材センターに夜間警備（売店対応含む）を委託していますが、人材不足と委託

料の高騰により、極力シルバー人材センターに頼らない運営をしたいと考えております。他のキャンプ場様では一

日のスケジュールをどのように運営をされているのかお聞きしたいです。 

 ・施設の老朽化対策 

・利用者の増加に向けた対策 

・運営方針の方向性について 

 利用料金が安すぎることや予約方法を未だに電話予約しかできていないこと 

他キャンプ場のそこらへんのお話を伺えるといいなと思っています。 

 海水浴客とカヤック利用者との間で事故が発生しないか懸念 

 海水浴場開設時は市の施設を利用して営業しているが、更衣室が足りない。（現状男女 1 か所ずつ） 

 ・各海水浴場管理者の高齢化による担い手不足 

・施設老朽化に伴う予算確保 

・交通対策（渋滞対応） 

・桑川・笹川・板貝は集客はあるが、今川・寒川・碁石はここ数年誘客に苦労している 

 冬期間は道路除雪がされない山深い場所にあるため、開設期間は 4 月 20 日から 11 月 15 日までである。 

冬季閉鎖中に「カメムシ」が大量に施設内に入り込み、毎春その駆除作業から始まるが、年中通してカメムシが施

設内からいなくなることはない。 

また、テントサイト付近に「ヒル」も発生し、道路除雪用で余った「塩カル」を撒いて対応している。 

昨今は「熊」や「猿」が近辺に出没するため、施設利用客への突然の注意喚起に苦慮することも多々ある。 

コロナ禍にはキャンプブームも相まってテント利用客が増えたが、現在ではそのブームも下火になったのか５割

減という状況で、利用客のほとんどが市外から来る人たちである。 

山奥にあることで携帯電話がつながらず、また、万が一事故等起きた際に救急車が来るまでの時間がかかりすぎる

ことや、近くに川があるがヒルの発生で川遊びに行くこともできず、過去にはあった市内小学校の利用も現在はな
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くなった。 

特に課題なのは、平成６年に建築して 30 年経過による老朽化が著しく、施設の維持管理費が膨大となっているこ

と。施設の管理計画では、令和９年に中規模改修として概算で 45,000 千円かかる見込み。 

利用客の減少＝収入減という状況で、費用対効果を考えるとこれ以上の維持管理費の増加は難しく、施設をどのよ

うに維持していくか、または廃止せざるを得ないか、民間譲渡の受け入れ先はあるかなど、理事者から検討を迫ら

れている。 

 弊社では現在、電動型乗用草刈り機の開発を進めております。 

この機械は電動であるため、環境負荷の軽減と騒音問題の解消を同時に実現できる点が大きな特徴です。   

つきましては、来年度以降にモニターとしてご使用いただける敷地管理業者様、キャンプ場管理者様を全国より募

集しております。現在は開発段階のため、皆様からの貴重なご意見を反映し、より実用的な製品とするべく、今回

の情報交換会を通じてお聞きできればと存じます。 

実機をご覧いただき、忌憚のないご助言を賜れれば幸いです。 ご興味をお持ちいただけましたら、詳細をご案内

させていただきますので、ぜひお気軽にご連絡ください。  

モニター貸し出しは無償です。詳細など当日、お話しできればと存じます。 

Ｑ．取組アイデア（提案）がありましたら、お寄せください。 

 新潟県内のアウトドア関連施設有志で合同のイベントなど、でき得る？？ 

 ・アウトドア用品メーカーとタイアップしたイベント開催（会場は海水浴場） 

・民間事業者による施設運営（指定管理または行政財産使用許可による運営） 

 ソロキャンプ割、県民割、リピーター割など、お気に入りサイトに選ばれる繰り返し利用割引（定着客拡大）を

検討・実施していればその内容を教えてください。 

 この集まりの意義は「キャンプ市場活性化のため」と位置づけられています。 

私たちは公的なキャンプ場で、市との協定の目的も公共の福祉に貢献することが目的となっていますし、私たち

自身キャンプ場の運営は、そういったことや自然の体験・生きる力を身に着けてもらうことを目的としてやって

います。 

集客・市場活性のためにという気持ちでやっていませんので、集客目的の集まりだったので出席してみてとても

違和感がありました。 

県の方ですすめていらっしゃる「防災のためのキャンプ」が集客のために打ち出しているのでなく、防災を進め

るためにキャンプ場を広めていくという意味あいなど市場活性化以外の目的が含まれれば、県中心のキャンプ場

の繋がりに加わりやすいという気がします。 

Ｑ．その他、ご意見をお寄せください。 

 予約サイトなっぷの情報提供とありますが、これは、指定管理者がそういった予約代行サービスを利用できるよ

うなお話でしょうか。 

 キャンプ場利用者の情報（居住地、年齢層、性別、利用形態（ソロ、デュオ、ファミリー）、キャンプでやりたい

こと） 

 民間企業等で受け入れ先があるかどうか 

 サイト利用者の客層の肌感、長期休暇（GW や夏季休暇）で家族利用を増やすイベント等の取組を検討・実施し

ていればその内容を教えてください。 

 グループごとの話の時間のことですが、６の参加者区分類ごとにグループになる形はどうでしょうか？ 

私たちは市の指定管理です。昨年参加させて頂きましたが、他のキャンプ場のとは条件がまるで違うため、お話

を聞いてもつながりを持てても参考になると感じませんでした。 

 当該業界に携わっておらず、この先も具体的に携わる計画はありませんが、当該業界の現状を情報収集したく、

参加させていただくことは可能でしょうか。 

意見交換タイムでも具体的な話題提供はできませんが、ご確認いただきますようお願いいたします。 

以上 


